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1 はじめに
近年，放送と通信との連携についての議論が取り上

げられている．現在のテレビ放送では，放送局から視

聴者へ同一のコンテンツを一方向で配信するサービス

を提供している．視聴者から番組へのフィードバック

は，地上デジタル放送の双方向機能であるリモコンに

よるフィードバックがあるものの，コンテンツへコメ

ントを投稿するようなフィードバックシステムが存在

しない．インターネット動画配信サービスでは，配信

されるコンテンツに対してコメントを付けることがで

きるものもある．このようなシステムの研究例として

iVAS [1]やMRAS [2]などがある．しかし，インター
ネットでの汎用的なサービス，例えばWeblogのような
Webベースのサービスを利用して放送コンテンツに対
してコメント等のフィードバックを送るシステムは存

在しない．本稿では現在Weblogで使用されているト
ラックバック (以下 TBとする) Ping URLを拡張して
放送コンテンツに使用できるような TB Ping URLを
検討し，放送コンテンツに対する TB・プロトタイプシ
ステムを実装した結果を報告する．

2 Weblogで使用されているTB

Weblogに使用されているTB[3]とは, Weblogの記事
へリンクを張った際に，その記事を管理するサーバに対

してリンクを張ったことを通知する仕組みである．この

通知をトラックバック Ping(以下TB Ping)と呼ぶ．We-
blogの各記事に対して，固有の記事 URL(Permanent
Link)とそれに対応するTB Ping URLが割り当てられ
る．WeblogサーバはTBが行われると，TB Ping URL
に対して，表 1で示されるパラメタを保持するTB Ping
を送信する．TB Pingを受信した TB サーバは，受け
取った TB Pingを解析する．そして典型的な動作とし
ては，TB Pingを受けたWeblogの記事に TBをした
記事の情報を加える．この情報をTB Ping情報と呼ぶ．
TBの元となった記事のリストである TB Pingのリス
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トを TB Ping情報という．

表 1: TB Pingのパラメタ
パラメータ名 内容

title 送信元の記事タイトル

excerpt 送信元の記事の概要

(記事を短縮した文章)

url 送信元の記事の Permanent Link

blog name 送信元の記事のブログ名

3 TBシステムの検討

3.1 TBシステムをテレビ放送コンテンツに
適用する際の問題点

Weblogで利用されているTBをテレビ放送コンテン
ツに適用する問題点として，Weblogの記事に対応する
TB Ping URLが 1つのみということである．通常，記
事全体に対して TB Pingを送信するため記事に対応す
るTB Ping URLを 1つ用意することで事足りる．しか
しながら，放送コンテンツに対するTBの場合は，コン
テンツ全体だけでなく番組シーンなどの番組の部分に

対しても TB Pingを送信することが考えられる．その
ため，コンテンツ全体に対して 1対 1対応するTB Ping
URLでは，視聴者が TB Pingを送信する際にシーン
などの全ての対象に対応できない．

3.2 放送コンテンツに対するTB Ping URL

の検討
放送コンテンツに対するTBは番組全体に加えてシー

ン・セリフなどを指定することによって番組の部分指

定を行える必要がある．このためには，同一コンテン

ツに対して TB Ping URLを階層的に作成することが
必要である．このような方式の TB Ping URLを用い
ると TBはコンテンツ全体及び同一コンテンツの部分
に重複して付加できるようになる．放送コンテンツに

おける TBの対象を以下にまとめた．
放送コンテンツにおける TBの対象

• 番組全体
• シーン・セリフなどの指定による番組の部分
• シーンや 1つのニュースといった番組の構造

• 番組内に現れる登場人物などの番組オブジェクト
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4 放送コンテンツに対するTB・プロトタイ
プシステム

4.1 TBシステムの機能
放送コンテンツは動画像，音声，データから構成さ

れている．本システムではこれらに加えて，TB Ping
情報やそのコンテンツに対する TB Ping URLのリス
トなどのメタデータを利用する．本システムでは，コン

テンツの再生中に，メタデータに記載されているシー

ン再生時間を参照し，TB Ping情報を出力する．また，
図 1に示すようにシーンの TB Ping URLを利用して
コメントを付けたいシーンに対して視聴者は TBをす
ることができる．視聴者が TBしたシーンを再生する
と，新規に投稿したTB Pingの情報を含むTB Ping情
報が表示される．

図 1: システム概要図

4.1.1 メタデータ

本システムでは新たなメタデータとして，TB Ping
情報，該当シーンで使用可能なTB Ping URL，シーン
に対応するシーン番号を用意した．これらのメタデー

タは，シーンの開始時刻に関連付けられており，コン

テンツの再生時には再生時刻に同期して表示される．

4.1.2 放送コンテンツに対するTB PingとTB Ping

URL

TB Pingのパラメタを表 2に示す．実装した放送コ
ンテンツに対するTB Ping URLの形式は 2つある．ひ
とつは，動画のシーンの再生開始時刻とシーンの長さ

を指定できる形式である．この TB Ping URLは以下
の形式をとる．http://(サーバ名)/tb/starttime=(シー
ン開始時間)& scenetime=(シーンの区切りの時間)
例えば，ローカルホスト上で，1分 20秒から 10秒間
のシーンに TBを付ける場合 “http://locahost/tb/?
starttime=1m20s&scenetime=10s”となる．2つ目は，
予め割り当てられたシーン番号を利用した形式である．

http://(サーバ名)/tb/sceneNo=(シーン番号)
例えば，ローカルホスト上で，シーン番号 2のシーンに

TBを付ける場合 “http://localhost/tb/ ?sceneNo=2”
となる．

表 2: 放送コンテンツに対する TB Pingのパラメタ
パラメタ名 内容

Comment 投稿コメント

Time 投稿時間

Reproduction 動画再生に関する情報

information ・シーン番号や再生開始時間

・再生するシーンの区切りの番号

4.2 TBシステムの実装
4.1節で検討した TBシステムの実装を行った．視聴

者が放送コンテンツを視聴しながら TBを送信できる
画面を図 2に示す．本 TBシステムで，先述したメタ
データや TB Ping URLを使用することによって，動
的に動画のシーンに同期して投稿コメントなどの TB
情報が表示されていることが確認された．

図 2: 放送コンテンツの視聴・TB送信画面

5 おわりに
本稿では，通信と連携した放送サービスを実現する

ために現在Weblogで使用されているTB Ping URLを
放送コンテンツに使用できるように拡張し，これを利

用する TBシステムの実装を行った．
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